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一
総
　
　
　
説

一
九
六
五
年
一
〇
月
「
地
方
史
研
究
の
現
状
・
広
島
県
」
(
百
本
歴

史
』
二
〇
九
号
)
に
お
い
て
、
戦
後
二
〇
年
の
広
島
県
に
お
け
る
地
方

史
研
究
活
動
を
統
括
し
た
渡
辺
則
文
氏
は
、
研
究
成
果
の
蓄
積
を
積

極
的
に
評
価
す
る
一
方
、
次
の
二
点
を
問
題
点
と
し
て
提
起
し
た
。

①
当
時
の
研
究
活
動
の
中
心
的
主
体
と
な
っ
て
い
た
芸
備
地
方
史

研
究
会
の
運
動
論
的
な
弱
点
の
克
服
(
換
言
す
れ
ば
広
島
県
城
の

地
方
史
研
究
活
動
の
セ
ン
タ
ー
的
主
体
の
登
場
)

②
県
内
史
料
な
ら
び
に
行
政
文
書
の
組
織
的
調
査
と
保
存
・
活
用

機
関
の
創
設
(
県
立
文
書
館
の
設
立
)

渡
辺
氏
の
提
起
か
ら
三
五
年
に
な
ろ
う
と
す
る
今
日
、
後
者
の
課

題
は
実
現
さ
れ
、
地
道
な
収
集
・
整
理
作
業
が
な
さ
れ
、
そ
の
成
果

む
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
に
関
し
て
も
、
広
島

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
が
一
九
七
八
年
に
創
設
さ
れ
、
各
自

治
体
も
調
査
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
の
努
力
が
は
ら
わ
れ
て
い
る

が
、
な
お
い
っ
そ
う
の
充
実
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
な
ど

か
ら
発
刊
さ
れ
る
報
告
書
や
、
『
ひ
ろ
し
ま
の
遺
跡
』
(
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
タ
ー
)
・
『
安
芸
の
ま
ほ
ろ
ば
』
　
(
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事

業
団
)
な
ど
の
広
報
誌
は
、
貴
重
な
デ
ー
タ
ー
の
蓄
積
と
公
開
、
県
民

意
識
の
高
揚
の
う
え
で
有
益
で
あ
る
。

前
者
の
問
題
は
、
本
稿
で
言
及
す
べ
き
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
一

九
七
九
年
に
地
域
団
体
の
孤
立
分
散
的
状
況
の
克
服
を
目
的
に
「
広

島
県
郷
土
史
研
究
団
体
連
絡
協
議
会
」
(
現
広
島
県
郷
土
史
研
究
協
議

会
)
が
結
成
さ
れ
た
。
現
在
四
〇
団
体
が
参
加
し
、
.
総
会
と
機
関
誌
刊

行
に
よ
っ
て
相
互
交
流
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
県
内
地
域
団
体
の
活
動
の
前
提
と
な
り
成
果
と

も
い
う
べ
き
自
治
体
史
の
編
纂
事
業
も
二
九
七
二
～
八
四
年
の
『
広



島
県
史
』
　
の
編
纂
・
刊
行
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
市
町
村
で
も
遂
行

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
は
『
芸
備
地
方
史
研
究
』

(
以
下
冒
雲
史
L
と
略
す
)
の
特
集
(
一
九
五
二
九
六
合
併
号
八
九
五
年
)
、

一
九
九
号
八
九
六
年
)
)
　
が
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

渡
辺
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
広
島
県
地
域
の
地
域
史
研
究

の
軸
と
な
っ
て
き
た
芸
備
地
方
史
研
究
会
で
は
、
一
九
七
五
年
に
「
芸

備
地
方
史
研
究
文
献
総
目
録
H
」
(
冒
雲
史
』
一
〇
〇
二
〇
一
合
併
号
)
、

八
三
年
に
「
芸
備
地
方
史
研
究
文
献
目
録
Ⅲ
」
(
同
一
堕
∵
一
堕
二
合

併
号
)
、
九
七
年
に
「
芸
備
地
方
史
研
究
文
献
目
録
Ⅳ
」
(
同
二
〇
三
・

二
〇
四
合
併
号
)
を
編
集
し
、
ま
た
「
広
島
県
地
方
史
の
成
果
と
課
題

H
」
を
一
四
九
～
一
七
〇
号
に
分
割
掲
載
し
て
い
る
。
と
く
に
「
成

果
と
課
題
H
」
は
、
本
稿
に
先
行
す
る
八
〇
年
代
前
半
以
前
を
整
理

し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ま
た
、
紙
数
な
ど
の
関
係
で
、
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
論
考

を
紹
介
で
き
な
か
っ
た
点
も
多
い
。
論
者
な
ら
び
に
読
者
の
ご
寛
容

を
お
願
い
し
た
い
。
な
お
以
下
で
は
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

(
に
し
べ
っ
ぶ
・
も
と
か
　
広
島
大
学
文
学
部
助
教
授
)

二
　
旧
石
器
～
古
墳
時
代

一
九
八
〇
・
九
〇
年
代
の
広
島
県
で
は
、
年
間
五
〇
件
以
上
、
一

五
〇
〇
件
前
後
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
県
内
あ
る
い
は
各
年
度
ご

と
と
い
え
ど
も
、
今
や
個
人
で
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
で
あ
る
。
県
内
の
考
古
学
の
状
況
を
地
域
史
と
い
う
観
点
か
ら
み

る
と
、
一
九
七
二
年
に
発
足
し
た
芸
備
友
の
会
に
よ
る
地
道
な
研
究

活
動
が
評
価
で
き
る
。
芸
備
友
の
会
は
、
会
誌
『
芸
備
』
を
年
一
、
二

回
刊
行
し
、
一
九
九
八
年
ま
で
で
第
二
八
集
と
な
り
、
「
広
島
県
の
主

要
古
墳
」
二
九
七
九
年
)
、
「
広
島
県
の
主
要
城
跡
」
二
九
八
三
年
)
、

「
芸
備
古
墳
文
化
論
考
」
(
一
九
八
五
年
)
、
「
弥
生
時
代
の
芸
備
」
(
一
九

八
六
年
)
、
「
広
島
県
の
考
古
学
の
現
状
と
課
題
」
二
九
九
四
年
)
、
「
広

島
県
の
弥
生
時
代
墳
墓
」
二
九
九
六
年
)
、
「
横
穴
式
石
室
の
地
域
相
」

二
九
九
七
年
)
、
「
広
島
県
の
中
世
城
館
」
　
(
一
九
九
八
年
)
と
い
っ
た

特
集
を
組
み
、
ま
た
　
『
探
訪
広
島
の
古
墳
』
　
(
一
九
九
一
年
)
を
刊
行

す
る
な
ど
活
発
な
研
究
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
考
古
学
に
お
け
る
地

域
研
究
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

以
下
、
こ
こ
約
二
〇
年
間
の
考
古
学
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
各
時
代
ご
と
の
動
向
が
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
て

お
り
、
紙
数
の
関
係
l
　
で
そ
れ
ら
と
重
複
し
な
い
形
で
述
べ
て
い
き
た

い
。
ま
た
最
初
に
述
べ
た
よ
う
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
遺
漏
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
最
初
に
断
っ
て
お
き
た
い
。
な
お
脱
稿
後
、

芸
備
友
の
会
が
考
古
学
の
成
果
か
ら
地
域
史
を
見
直
し
た
　
『
考
古
学

か
ら
見
た
地
域
文
化
』
　
(
淡
水
社
、
一
九
九
九
年
)
を
刊
行
し
た
。

旧
石
器
時
代

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
五
〇
か
所
以
上
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
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東
広
島
市
助
平
三
号
遺
跡
で
は
谷
部
か
ら
多
量
の
木
製
品
や
祭
祀
遺

物
が
出
土
し
て
お
り
、
古
墳
時
代
の
集
落
内
祭
祀
が
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
ま
た
尾
道
市
清
越
遺
跡
で
は
六
世
紀
後
半
～
七
世
紀
の

土
器
製
塩
炉
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。

広
島
県
で
は
製
鉄
遺
跡
の
調
査
研
究
が
進
み
、
世
羅
町
カ
ナ
ク
ロ

谷
遺
跡
な
ど
の
古
墳
時
代
以
降
か
ら
近
世
に
い
た
る
鉄
生
産
の
発
展

過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
広
島
大
学
文
学
部
考
古

学
研
究
室
編
『
中
国
地
方
製
鉄
遺
跡
の
研
究
≒
淡
水
社
、
一
九
九
三
年
)

や
河
瀬
正
利
の
『
た
た
ら
吹
製
鉄
の
捜
術
と
構
造
の
考
古
学
的
研
究
』

(
同
、
一
九
九
五
年
)
に
よ
り
体
系
化
さ
れ
た
。
し
か
し
庄
原
市
戸
の
丸
山

遺
跡
や
豊
栄
町
見
土
路
遺
跡
な
ど
時
期
的
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
旧
石
器
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
の
考
古
学
的
調
査
研
究

に
つ
い
て
述
べ
た
。
古
代
以
降
の
歴
史
時
代
に
つ
い
て
も
多
く
の
調

査
研
究
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
わ
が
国
に
お
け

る
中
世
考
古
学
研
究
の
代
表
的
遺
跡
で
あ
る
福
山
市
葦
戸
千
軒
町
遺

跡
の
調
査
が
一
九
九
四
年
度
で
終
了
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
一
九

九
一
年
度
か
ら
は
毛
利
・
富
川
氏
等
に
関
連
す
る
中
世
城
館
遺
跡
保

存
整
備
事
業
が
開
始
さ
れ
、
関
連
遺
跡
の
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
。

近
世
で
は
大
野
町
向
原
石
畳
や
三
次
市
浅
野
堤
な
ど
土
木
技
術
を
解

明
す
る
新
し
い
調
査
分
野
も
開
か
れ
て
き
た
。
一
九
九
八
年
に
近
世

以
降
の
遺
跡
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
通
達
が
文
化
庁
か
ら
出
さ
れ

た
が
、
県
内
の
文
化
財
保
護
行
政
に
誤
り
の
な
い
よ
う
願
う
も
の
で

あ
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
調
査
報
告
等
の
文
献
は
省
略
し
た
。
各
年

度
の
調
査
や
報
告
書
・
研
究
文
献
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
文
献
や
『
日

本
考
古
学
年
報
』
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

(
な
か
ご
し
・
と
し
お
　
広
島
大
学
文
学
部
助
手
)

三
　
古
　
　
　
代

い
わ
ゆ
る
『
風
土
記
』
や
、
古
代
の
公
文
書
で
あ
る
四
度
公
文
と

そ
の
枝
文
な
ど
と
も
無
縁
な
広
島
県
地
域
の
古
代
史
研
究
を
進
め
る

う
ぇ
で
、
歴
史
地
理
学
や
考
古
学
的
知
見
の
摂
取
は
不
可
欠
の
作
業

で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
文
献
史
料
に
関
し
て
の
『
広
島
県
史
』

古
代
中
世
資
料
編
、
考
古
資
料
に
つ
い
て
の
　
『
広
島
県
史
』
考
古
編

が
は
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
。
こ
の
ほ
か
脇
坂
光
彦
・
小
都
隆

『
日
本
の
古
代
遺
跡
2
6
　
広
島
』
(
保
育
社
、
一
九
八
六
年
)
も
歴
史
考

古
研
究
の
手
引
き
と
し
て
有
益
で
あ
り
、
佐
々
木
卓
也
『
芸
備
両
国

の
条
里
遺
構
』
　
(
淡
水
社
、
一
九
九
六
年
)
　
も
刊
行
さ
れ
た
。

大
化
前
代
の
地
域
社
会

広
島
県
城
は
、
古
墳
時
代
に
独
自
の
政
治
的
地
域
社
会
を
形
成
し

た
吉
備
・
出
雲
に
隣
接
す
る
地
域
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
門
脇
禎

二
　
(
『
出
雲
の
古
代
史
』
・
『
吉
備
の
古
代
史
』
、
と
も
に
N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
、

一
九
七
六
・
九
二
年
)
と
吉
田
晶
(
「
吉
備
地
方
に
お
け
る
国
造
制
の
成
立
」

へ
『
歴
史
学
研
究
』
三
八
四
、
一
九
七
二
年
)
を
含
む
書
目
備
古
代
史
の
展
開
』
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塙
書
房
、
一
九
九
五
年
)
　
の
研
究
が
、
広
島
県
域
と
り
わ
け
東
部
(
備

後
)
・
北
部
(
備
北
)
　
に
お
け
る
六
～
七
世
紀
研
究
の
起
爆
剤
的
役
割

を
は
た
し
た
。

考
古
学
的
知
見
か
ら
備
後
地
域
の
政
治
的
社
会
の
成
立
を
論
じ
た

西
川
宏
「
吉
備
に
お
け
る
備
後
地
域
の
歴
史
的
位
置
」
　
(
芸
備
友
の
会

『
芸
備
古
墳
文
化
論
考
』
一
九
八
五
年
、
以
下
言
方
備
古
墳
』
と
略
す
)
、
大

和
王
権
に
よ
る
三
次
地
域
社
会
の
再
編
の
可
能
性
を
論
じ
た
古
瀬
清

秀
(
「
備
後
の
古
墳
」
近
藤
義
郎
編
冒
口
億
の
考
古
学
』
福
武
書
店
、
一
九

八
七
年
、
「
古
墳
時
代
に
お
け
る
備
後
北
部
の
特
質
」
近
藤
義
郎
編
三
日
偏

の
考
古
学
的
研
究
』
山
陽
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
)
、
古
代
国
家
形
成
期

の
安
芸
東
部
さ
ら
に
は
備
後
へ
の
官
吏
派
遣
の
可
能
性
を
視
野
に
い

れ
畿
内
系
勢
力
の
進
入
を
指
摘
し
た
脇
坂
光
彦
の
研
究
(
「
山
陽
道
に

お
け
る
終
末
期
の
故
内
型
横
穴
式
石
室
墳
」
『
考
古
学
と
移
住
・
移
動
し
同

志
社
大
学
、
一
九
八
五
年
、
「
石
室
の
特
徴
か
ら
み
た
御
年
代
古
墳
の
性
格
」

芸
事
備
古
墳
』
、
「
古
墳
時
代
終
末
期
に
お
け
る
畿
内
型
古
墳
の
地
域
相
」
潮

見
浩
先
生
退
官
記
念
事
業
全
編
『
考
古
論
集
』
、
一
九
九
三
年
)
l
な
ど
の
ほ

か
、
田
辺
英
男
「
竹
原
市
毘
沙
門
岩
下
採
集
の
陶
棺
」
(
芸
本
備
古
墳
』
)

や
河
瀬
正
利
「
広
島
県
出
土
の
鳥
形
須
恵
器
」
(
同
)
も
、
県
城
の
地

域
的
特
性
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
研
究
成
果
に
依
拠
し
な
が
ら
久
替
窺
治
は
、
「
備
後
に
お

け
る
国
造
制
の
成
立
と
ヤ
マ
ト
政
権
」
(
『
福
山
市
立
女
子
短
期
大
学
紀

要
』
三
二
九
八
七
年
、
以
下
『
女
子
短
紀
要
』
と
略
す
)
、
「
備
後
地
域
に

お
け
る
部
民
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
　
(
書
方
史
』
一
七
一
、
l
九
八
九

年
)
、
「
備
後
地
域
に
お
け
る
部
民
制
と
古
墳
群
・
補
考
」
(
『
女
子
短
紀

要
≡
六
、
一
九
九
〇
年
)
、
「
古
代
国
家
形
成
期
に
お
け
る
備
後
の
古
墳

と
寺
院
」
(
同
一
四
、
一
九
八
八
年
)
、
「
記
紀
に
お
け
る
備
後
伝
承
に
つ

い
て
の
基
礎
的
考
察
」
(
『
文
化
史
学
』
四
四
、
一
九
八
八
年
)
な
ど
で
、

富
田
の
所
論
を
批
判
的
に
検
証
し
当
該
地
域
の
動
向
を
考
察
し
た
。

古
代
寺
院
と
古
代
道
路

寺
院
研
究
に
お
い
て
も
大
き
な
進
展
が
み
ら
れ
た
。
と
く
に
松
下

正
司
(
「
備
後
北
部
の
古
瓦
」
『
考
古
学
雑
誌
』
五
五
-
一
、
一
九
六
九
年
)

に
よ
っ
て
そ
の
地
域
的
特
性
と
編
年
観
が
提
起
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
水
切
り
瓦
」
と
寺
院
跡
の
研
究
が
進
展
し
た
。
そ
の
大
き
な
要
因
は

一
九
七
〇
年
代
後
半
の
岡
山
県
栢
寺
廃
寺
と
広
島
県
寺
町
廃
寺
の
調

査
、
さ
ら
に
上
山
手
廃
寺
・
横
見
廃
寺
・
明
官
地
廃
寺
な
ど
の
調
査

に
よ
る
資
料
増
加
で
あ
る
。
寺
町
廃
寺
を
『
日
本
霊
異
記
』
　
に
み
え

る
三
裕
寺
と
す
る
こ
と
へ
の
疑
問
(
上
重
武
和
「
寺
町
廃
寺
は
三
谷
寺

か
」
三
次
地
方
史
研
究
』
一
、
一
九
八
七
年
)
や
、
寺
町
廃
寺
出
土
の

素
弁
・
複
弁
軒
丸
瓦
を
時
間
的
経
過
の
な
か
で
と
ら
え
、
複
弁
軒
丸

瓦
の
創
出
の
背
後
に
当
該
地
域
の
造
寺
活
動
の
政
治
性
を
見
よ
う
と

す
る
妹
尾
周
三
(
「
安
芸
・
備
後
の
古
瓦
(
そ
の
こ
」
『
古
文
化
談
叢
三
一

六
、
一
九
九
一
年
)
、
寺
町
廃
寺
創
建
瓦
と
栢
寺
廃
寺
出
土
瓦
の
同
箔
関

係
か
ら
工
法
・
工
人
の
関
係
を
論
じ
た
岡
本
寛
久
(
「
『
水
切
り
瓦
』
　
の
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起
浮
と
伝
指
の
意
義
」
前
掲
「
宕
偶
の
考
古
学
的
研
究
巳
の
研
究
な
ど
が

発
表
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
論
点
を
ふ
ま
え
松
下
が
若
干
の
修
正
・
反
論

と
再
整
理
　
(
「
水
切
瓦
再
考
」
前
掲
『
考
古
論
集
』
)
を
行
っ
て
い
る
。

水
切
り
瓦
が
備
中
・
出
雲
に
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
中
国
地
方
の

な
か
で
の
位
置
付
け
も
不
可
避
と
な
り
、
亀
田
修
一
「
瀬
戸
内
海
沿

岸
地
域
の
古
代
寺
院
と
瓦
」
(
松
原
弘
宣
編
『
古
代
王
権
と
交
流
六
　
瀬

戸
内
海
地
域
に
お
け
る
交
流
の
展
開
』
名
著
出
版
、
一
九
九
五
年
)
　
は
、

朝
鮮
系
瓦
と
の
類
似
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
妹
尾
周
三
は
「
横

見
廃
寺
式
軒
丸
瓦
の
検
討
」
(
『
古
代
』
九
七
、
一
九
九
四
年
)
な
ど
の
個

別
的
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
「
瓦
か
ら
み
た
安
芸
と
備
後
」
(
『
広
島

県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
研
究
紀
要
』
一
、
一
九
九
七
年
)
や
「
備
後
南
部

地
域
の
　
『
藤
原
宮
式
』
軒
瓦
に
つ
い
て
」
(
『
文
化
財
論
究
』
一
、
一
九

九
八
年
)
な
ど
で
、
古
代
瓦
か
ら
み
た
芸
備
両
国
内
部
の
地
域
性
の
相

違
や
編
年
的
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。
な
お
、
広
島
県
立
歴
史
民
俗

資
料
館
が
一
九
九
八
年
度
に
開
催
し
た
企
画
展
「
ひ
ろ
し
ま
の
古
代

寺
院
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
古
代
寺
院
に
関
す
る
関
連
資
料
を
ひ

ろ
く
収
録
し
有
益
で
あ
る
。

埋
蔵
文
化
財
調
査
に
伴
う
古
代
道
路
遺
構
の
確
認
が
九
州
・
関
東

な
ど
で
相
次
ぎ
、
古
代
交
通
研
究
、
さ
ら
に
は
地
域
構
造
の
究
明
が

模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
動
向
は
広
島
県
城
に
も
波
及
し
た
。

足
利
健
亮
「
吉
備
地
方
に
お
け
る
古
代
山
陽
道
・
覚
え
書
き
」
(
『
歴
史

地
理
学
紀
要
』
一
六
、
一
九
七
四
年
)
な
ら
び
に
「
備
後
国
」
(
『
古
代
日

本
の
交
通
路
』
Ⅲ
、
大
明
堂
、
一
九
七
八
年
)
、
水
田
義
一
「
安
芸
国
」

(
同
)
は
、
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
の
晴
夫
と
い
え
よ
う
。
そ
の
後

足
利
は
「
山
陽
・
山
陰
・
南
海
三
通
と
土
地
計
画
」
　
(
八
木
充
編
『
新

版
古
代
の
日
本
』
H
、
角
川
書
店
、
一
九
九
二
年
)
に
よ
っ
て
、
東
広
島

市
西
条
町
寺
家
付
近
に
山
陽
道
の
道
路
遺
構
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
山
陽
道
駅
家
を
瓦
茸
と
す
る
官
符
が
あ
る
こ
と
に

着
目
し
た
高
橋
美
久
二
は
、
国
府
系
瓦
の
出
土
地
を
山
陽
道
駅
家
に

比
定
す
る
考
察
を
行
っ
た
(
『
古
代
交
通
の
考
古
地
理
』
第
三
章
四
～
五

節
、
大
明
堂
、
一
九
九
五
年
)
。
ま
た
谷
重
豊
李
「
備
後
国
府
付
近
の
山

陽
道
」
(
『
古
代
交
通
研
究
』
五
、
一
九
九
六
年
)
も
、
高
橋
説
な
ど
を
継

承
し
っ
つ
、
考
古
学
的
知
見
を
も
と
に
府
中
市
周
辺
の
古
代
道
路
を

具
体
的
に
検
証
し
た
。
木
下
良
も
広
島
市
東
区
に
古
代
官
道
遺
構
を

想
定
し
て
い
る
　
(
『
日
本
古
代
律
令
期
に
敷
設
さ
れ
た
直
線
的
計
画
道
の

復
原
的
研
究
』
平
成
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
)
。
し

か
し
、
古
代
山
陽
道
に
関
し
て
は
十
二
分
な
現
地
踏
査
や
地
名
研
究

が
な
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
多
く
、
ま
た
駅
家
と
し
て
ほ
ぼ
断
定
し

う
る
の
は
安
芸
駅
(
河
瀬
正
利
「
広
島
県
下
岡
田
遺
跡
の
古
代
建
物
群
を

め
ぐ
っ
て
」
前
掲
『
考
古
論
集
』
)
で
あ
る
が
、
故
内
山
崎
駅
の
事
例
を

勘
案
し
て
下
岡
田
遺
跡
の
整
備
・
修
築
を
桓
武
朝
の
平
安
京
造
営
の

時
期
と
み
る
山
中
章
「
安
芸
国
安
芸
駅
館
小
考
」
(
『
広
島
県
文
化
財
ニ

ュ
ー
ス
』
一
六
〇
、
一
九
九
九
年
)
以
外
、
専
論
は
な
い
。
こ
う
し
た
古

代
山
陽
道
研
究
の
立
ち
遅
れ
は
、
文
化
庁
の
提
唱
し
た
「
歴
史
の
道
」
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調
査
を
実
施
し
な
か
っ
た
広
島
県
教
育
委
員
会
の
姿
勢
に
も
一
因
が

あ
る
。
全
国
的
古
代
道
路
研
究
の
手
法
に
学
び
つ
つ
、
古
代
瓦
研
究

と
の
並
行
的
研
究
が
追
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

古
代
官
街
と
地
域
社
会

古
代
国
家
の
造
営
し
た
官
道
の
結
接
点
た
る
官
街
に
つ
い
て
の
研

究
も
広
島
県
は
立
ち
遅
れ
の
感
が
あ
る
。
備
後
国
府
に
つ
い
て
は
、

一
九
八
二
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
断
片
的
発
掘
調
査
が
継
続
実
施

さ
れ
、
明
確
な
官
街
遺
構
は
確
認
さ
れ
な
い
も
の
の
、
奈
良
時
代
の

遺
物
・
遺
構
の
豊
富
さ
か
ら
ほ
ぼ
国
府
城
を
推
定
し
う
る
(
片
山
和
哉

「
備
後
国
府
跡
の
所
在
地
に
つ
い
て
」
『
芸
備
』
一
八
、
一
九
八
七
年
、
谷
重

豊
季
「
備
後
国
府
跡
に
つ
い
て
」
『
地
域
社
会
教
室
論
集
』
五
、
一
九
九
〇

年
)
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
安
芸
国
府
は
い
ま
だ
歴
史
の
問

の
な
か
に
あ
る
。
現
在
日
向
国
街
と
思
わ
れ
る
遺
構
を
検
出
し
て
い

る
宮
崎
県
で
の
調
査
事
業
の
よ
う
に
、
考
古
・
文
献
・
歴
史
地
理
な

ど
の
諸
学
問
分
野
の
研
究
者
を
組
織
し
、
過
去
の
推
定
地
や
官
街
的

遺
構
を
逐
一
吟
味
し
、
放
り
込
ん
で
い
く
息
の
長
い
基
本
的
作
業
こ

そ
が
、
い
ま
必
要
な
れ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

郡
街
に
関
し
て
は
、
三
次
市
の
下
本
谷
遺
跡
が
三
次
郡
街
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
下
本
谷
遺
跡
出

土
遺
物
の
少
な
さ
か
ら
周
辺
遺
跡
と
の
関
連
を
考
察
す
る
必
要
を
指

摘
し
た
櫨
井
勝
「
古
代
に
お
け
る
地
方
『
官
街
』
に
つ
い
て
」
(
冒
石
備
』

二
三
、
一
九
九
四
年
)
や
、
広
島
県
城
の
郡
街
研
究
の
現
状
を
整
理
し

向
原
町
寺
之
下
遺
跡
な
ど
向
原
地
区
か
ら
甲
田
町
高
田
原
地
区
へ
の

高
田
郡
街
の
移
転
を
提
示
し
た
中
村
尚
「
郡
街
所
在
地
に
つ
い
て
の

一
考
察
」
(
『
研
究
輯
録
』
Ⅷ
、
一
九
九
八
年
)
以
外
、
官
街
蘭
遺
跡
に
言

及
し
た
論
稿
は
.
な
い
。
芸
備
に
お
け
る
官
街
的
遺
構
と
し
て
は
甲
田

町
青
迫
遺
跡
や
吉
田
町
明
官
地
東
遺
跡
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

官
街
は
行
政
事
務
遂
行
の
た
め
、
多
く
の
行
政
文
書
を
作
成
し
た

が
、
新
潟
・
長
野
・
兵
庫
な
ど
で
出
土
し
た
郡
符
木
簡
な
ど
は
、
こ

う
し
た
行
政
文
書
の
一
部
が
木
簡
で
代
行
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示

唆
し
て
い
る
。
書
田
町
郡
山
城
下
町
遺
跡
出
土
の
「
高
官
郡
司
解
」

木
簡
も
、
そ
の
一
端
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
木
簡
に
つ
い

て
は
、
『
芸
史
』
一
九
七
(
一
九
九
五
年
)
が
特
集
を
組
み
、
櫨
井
勝
「
『
郡

山
城
下
町
遺
跡
』
出
土
木
簡
の
観
察
」
、
佐
竹
昭
「
『
郡
山
城
下
町
遺

跡
』
出
土
木
簡
を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題
」
、
宇
根
俊
範
「
『
郡
山
城
下

町
遺
跡
出
土
木
簡
』
の
人
名
に
つ
い
て
」
の
三
稿
を
掲
載
し
て
い
る
。

櫨
井
は
出
土
木
簡
の
形
態
や
文
字
配
列
・
運
筆
な
ど
を
整
理
し
、
佐

竹
は
他
遺
跡
出
土
の
　
「
郡
司
解
」
木
簡
の
分
析
か
ら
当
該
木
簡
の
公

文
書
と
し
て
の
可
能
性
、
さ
ら
に
は
「
占
部
連
」
氏
族
の
地
域
資
料

と
し
て
の
意
味
を
考
察
し
、
ま
た
宇
根
は
墨
書
「
占
部
連
(
通
)
千
足
」

の
氏
名
と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
出
土
文
字
資
料

が
希
薄
な
地
域
で
、
か
つ
か
つ
て
の
下
岡
田
遺
跡
出
土
木
簡
の
事
例

を
教
訓
と
し
た
積
極
的
対
応
と
し
て
評
価
し
た
い
。
な
お
、
出
土
文
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字
資
料
を
収
集
整
理
し
た
櫨
井
「
広
島
県
出
土
古
代
文
字
資
料
集
成

(
稿
)
」
　
(
『
芸
史
』
二
〇
一
、
一
九
九
六
年
)
　
も
有
益
で
あ
る
。

官
街
な
い
し
は
こ
れ
に
関
連
す
る
西
日
本
の
遺
構
で
は
、
九
世
紀

後
半
以
降
の
緑
粕
陶
器
さ
ら
に
は
貿
易
陶
磁
器
が
出
土
し
、
交
易
・

物
流
を
研
究
す
る
素
材
と
し
て
注
目
さ
れ
は
じ
め
て
.
い
る
が
、
広
島

県
城
の
遺
跡
で
も
、
や
や
時
代
は
下
る
が
同
じ
視
角
が
す
で
に
葦
戸

千
軒
遺
跡
調
査
段
階
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
。
福
山
市
ザ
ブ
遺
跡
出

土
の
緑
粕
陶
器
を
十
世
紀
前
半
の
良
好
な
資
料
と
結
論
し
た
前
川
要

「
広
島
県
ザ
プ
遺
跡
出
土
平
安
時
代
緑
粕
陶
器
に
つ
い
て
」
(
『
中
近
世

土
器
の
基
礎
研
究
』
Ⅴ
、
一
九
八
九
年
)
、
県
内
初
期
輸
入
陶
磁
器
の
出

土
分
布
か
ら
交
通
路
と
遺
跡
の
性
格
を
考
究
し
た
佐
藤
昭
嗣
「
安

芸
・
備
後
に
お
け
る
初
期
輸
入
陶
磁
器
に
つ
い
て
」
(
『
青
山
考
古
』
八
、

一
.
九
九
〇
年
)
、
鈴
木
康
之
「
備
後
に
お
け
る
古
代
末
期
の
土
器
の
一

様
相
」
(
前
掲
『
考
古
論
集
』
)
な
ど
の
研
究
が
あ
り
、
三
原
市
日
向
遺

跡
に
つ
い
て
は
篠
原
芳
秀
「
日
向
遺
跡
出
土
の
貿
易
磁
器
」
(
『
研
究
輯

録
』
Ⅵ
、
一
九
九
六
年
)
　
が
あ
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
文
献
を
中
心
と
し
た
古
代
地
域
史
論
と
し
て

は
、
芸
備
海
域
の
特
性
と
そ
の
国
家
的
掌
握
を
論
じ
た
松
原
弘
宣

(
「
海
上
交
通
の
展
開
」
前
掲
『
新
版
古
代
の
日
本
』
四
)
、
平
安
初
期
の
海

賊
問
題
を
沿
岸
諸
国
々
司
の
民
衆
掌
握
の
視
点
か
ら
論
じ
た
西
別
府

元
日
「
平
安
時
代
初
期
の
瀬
戸
内
海
地
域
」
(
前
掲
『
古
代
王
権
と
交
流
』

六
)
、
芸
備
国
境
地
域
の
在
地
構
造
か
ら
行
政
区
画
の
可
変
性
を
論
じ

た
「
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
『
加
毛
評
神
原
里
人
』
木
簡
に
つ
い
て
」
(
r
内

海
紀
要
』
二
七
、
一
九
九
九
年
)
　
が
あ
る
。

(
に
し
べ
っ
ぶ
・
も
と
か
)

四
　
中
世
前
期

「
厳
葛
文
書
」
研
究

一
九
七
〇
年
代
以
降
の
広
島
県
中
世
史
研
究
は
、
『
広
島
県
史
』
古

代
中
世
資
料
編
I
～
Ⅴ
(
一
九
七
四
～
八
〇
年
)
の
刊
行
に
よ
っ
て
文

献
史
料
の
利
用
条
件
が
飛
躍
的
に
整
っ
た
の
を
受
け
て
、
大
き
く
前

進
し
た
。
と
く
に
古
代
中
世
資
料
編
H
・
H
(
厳
島
文
書
編
1
・
2

別
冊
編
年
総
目
次
)
は
、
「
厳
島
文
書
」
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
松

岡
久
人
を
中
心
と
し
た
組
織
的
な
調
査
・
研
究
に
基
づ
い
て
、
「
厳
島

文
書
」
　
の
全
容
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
で
大
き
な
意
義
を
も

つ
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
県
史
刊
行
の
翌
年
、
後
藤
紀
彦
は
原
本

の
所
在
不
明
の
ま
ま
諸
書
所
収
文
書
と
し
て
県
史
に
収
録
さ
れ
て
い

る
文
書
の
底
本
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
所
蔵
の
「
徽
古
雑

抄
」
諸
国
部
(
安
芸
)
所
収
の
厳
島
文
書
(
四
冊
本
)
で
あ
る
こ
と
を

突
き
止
め
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
数
十
点
も
の
県
史
未
収
録
の

文
書
を
紹
介
し
た
(
「
『
徽
古
雑
抄
』
所
収
の
厳
島
文
書
(
一
)
・
(
二
)
」
『
史

学
雑
誌
』
八
八
-
一
一
二
二
、
一
九
七
九
年
)
。

「
徴
古
雑
抄
」
所
収
文
書
は
編
者
小
杉
塩
郡
の
嗜
好
を
反
映
し
て
年

代
の
古
い
も
の
が
多
く
、
新
発
見
の
文
書
も
平
安
時
代
中
期
以
降
の
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